
ムササピ iこよる林木の被害とその駆除

宇田川竜男特

ムササピによる林木の被烈主，近年に至るまであまり知られていなかった。しかし狩猟統計

の示すところによれば，大正 13 /，ドごろより有待獣主nとして駆除が行われてし、るから，その被

符は全国的に ltÝ:発していたものであろう。しかるにlIi{平1) 23 /，ドごろから山崎県}十日/))111却をr! 1心

とした市九州一川にJ干しい被持の発生をみるにいたし特に/，iW/íの榎山村ははなはだしく，日付

手1126/'1ミ度だけでその被告は将と柑を合わせて 250 IIl f:!J;，がJ 22 ， 000 石にj主し， ß~27/'1ミ 5 )jま

でに 400 nIL，j_;-にゐよんでいる。とのため /iiJ地方の特産で、あるオピスギの生産に有形1rrolヲ J)悪影

響を与えている。

な主むとれと前後して治子， 山形，埼玉， 1岐阜，高知，大分，熊本，政びに鹿児臼の諸県下

に散発しつつある。 とれらのうち鹿児島県下のものは， 前足の '(r崎県下の例につぐものであ

る。なかでも[lM，utg--~'llは許しい。岐阜県下のものは小iU営林!詫色'f̂ Jのサワラ谷国千j'*:1、で p そ

の被告:は n({ 手!) 27 /'1'-10 JJ までに 10 数nl[歩に注し，その 80% が+ii托するに交ったという。

以 1:のように近年になって辺:辿に全国各地に大規模な被守の発生をみるに去しかっ，また将

来にゐいても続発の !I:t'il，"]が予ìWJ されるので，筆}í'はとの駆除についての制究を匙めたととろ，

簡易で白到()'~にナ11)践するととのできる装世を三~:~をするととができたので，被ffi:を発生するに王

った!ポ凶についてのよf5・東と，とれが生j阜の概要とを合わせてととに報;号するものである。

本えを発去するにあたり， T'百九州IJ也方の被守地の iV.'J査に各種のご協力をいただL、た熊本営林

Mをはじめ，鹿児山， '{\UIな両県林務部， Jl I防パルプ九リ.r'lll\ijkJîJj'，花びにとの研究を故似11こ fJ止さ

れ符111行場:くださった熊本文l)j)のíI高義実1\:に深く感謝の立を去するものである。

種類と分布

ムササピ Petaurista leucogenys は醤歯 n Rodentia のリス，m! 1 Sciuromorha，リスー 1-.

科 Sciuroidea，ムササピ科 Petauristidae，ムササピ属 Petaurista Link の動物で，モモン

ガ属 Pteromys G. Cuvier とともにとの科を構成している。との動物は新旧両大陪に広〈分

布しているが，東洋区にはq.J'に多くの種類が棲息している。本邦の周辺では台湾にオホアカム

ササピ Pet. grandis (Swinnhoe) とカオジロムササピ Pet. lena Thomasを，朝日、干にコウ

ライムササピ Pet. leucogenys hinteni Mori を産する。

本手日産のものは朝鮮産のものと同種で，北海道を除く全国に分布している。黒田 ('40 ， '48) 
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はとれを弐の 5 週間にわけている。

1. オウシユウムササピ Petaurista leucogenys osiui Kuroda 

東北地方l乙分布するもの

2. ニツコウムササ 1~、 Pet. 1. nikkonis Thomas 

中央山岳地帯に楼店、ずるもので杭木，東京， I[皮 1;:っ ;('Jí'ì!'.} より ;:11 られている。

3. ヲカヤマムササ 1::、 Pet. 1. oreas Thomas 

行川， :f; llr~f\ L!L 奈良に産するもの。

4. トサらササピ Pet. 1. tosae Thomas 

/lq国のものがとの丘町取に lえする。

5. キユウシユウムササ 1~' Pet. 1. leucogenys (Temminc1<) 

九州i産のものがとれにあたる。

これに対して岸8ï ('24) はオウシユウムササピ Pet. 1. osiui を認め十， 4 Uli{ífi:としてい

る。またp 今来 ('49) はオウシユウムササピ Pet. 1. osiui とトザムササピ Pet. 1. tosae を

認めや， 新たに山梨県産のものにチユウブムササ~.、 Pet. 1. S8ρ. なる新亜種の設定を払}II目し

ているがp 桜木が不充分で、あるから命名は差し控えるとして，本邦産のものを 4iHI聞にわけて

いる。

とのようにわが国に産するムササピの亜碕のわけかたについては p まだ意見がまちまちでる

る。とれは毛色の濃淡によって分類するからと忠われる。との助物の毛色は老幼，雌雄，季節

などにより著しく異なるものである。 とのととは ~íI}すが東京川市多摩郡浅川町附近で 1d1挫し

た 20 頭のものがそれぞれ悲しい変異乞示していたことからみても当然のととのように，IAわれ

る υ したがって，さらに多くの総本を比較して検キj しなければその決定は困難であろう。

生態の概要

との動物は，本ナ1・|では-般にパンドリ(略の烏)，またはヲカツギ(尾かつぎ九九州ではモ

マとよちて，温帯林を主な肱也環境としている。本州 Illt'il;では総高 1 ， 800m 附近までに分イ/i し

ている。垂直分布の故ド部はl島市林への移行部で，と ~llr相当する東京都浅川町附j5:では 1}~!~~~:j

160m までの主 iこ杉p 扮，モミ左どの老木の多い所に棲息している。したがって，利1社・仏闘

の境内林やノ〈然科、は彼等にとって最も泊した環境である。な主， ，キユウシユウムササピとトサ

ムザーザーピの町立分布は本州産のものよりそ'や低くカシ，シイなどのある lt:QWll林の上部にたよん

で、いる。

との引物!土全くの夜行性でp 主日\Jは捌のが]や111巣p または林内の|昨い「引に隠れていて夕刻に

なると折助をはじめる。キユウシユウムササピは林内の地主に禁&tるウラジロの友かやp 断

定 Dìf， ij穴に隠れている。浅川分室間近での観察によると日没後 2~4時|川ぐらいに鳴き声をき

くことが多しそれ以後は-時活到が rf: まるが， IIJjけ方になるとPj.び f丹波になるのが認められ
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る。とのととは後iこ述べる fi !<!:'!!i'， fí到の主主内実験で、も IIJlらかに観察された。日勤する昨はその発

注ーした11~1J~~で、 nlll に治水するととができるのでp 危険のせまった時などは 100~200m も飛却

する。 とのためにその行動する ;1む凶も広 c 浅川/l1[附j[[で J) 8~10 n の観保では 1 夜に蹴ね

10 /1 1]"少に沿よぶものと:tltJiごされた。以←|二の千子I'U土，との到物と全く/，，:]じ環境の樹i/"J を唯一の営

栄引所としているHJ)J系の立尽な山数であるブッポウソウ EurysíoJ1lus orientαlis αbundus 

Ripley をむし、払う討;県となり(千.1::3 '50) , またその卯やおI~ を Hfミい荒すとともあるらしいか

ら，とのj与の保護士仲舶のためにもムササピの{{!I:I士宮Iーましくない。

彼等の者角1m)]は木州産のものでは 2 )J ごろからで，東京日.J-j止では 4 月初1')にすで、に巣立ちも

1[11近い劫獣がみられる。しかし蒋可Im)Jは非しく l:i: <, 111,! f4, ~~:もはなはだしいようである。告:x・
が浅川川r;Hi!l:て、fdHß!したもののうち1OJ1ごろまでのものの事丸は l切らかに発j主していたがp

ll )jのものはすでに萎縮していたから， モモンガと/， ;J様に(井上 '41) 春と fj(の 2tリjに発↑iげ

するものらしい υ 1 )~Jに分娩する川数は不明であるが，ゐそらく 1~2 同と抗〉とされる。産 fJ

は 1 産 2 仔が市邑である。しかしキユウシユウムササピの幕前習性はとれとやや異なり蕃殖WJ

は 12 月末よりはじまし 2 };-Fí，)にはすでに幼獣が巣より離れている。 ä守猟家の芹によれ

ば， I治児はほとんど 1 /'1'-'/'みられるというからかなり JdlJ J にわたるものらしい。また，と'])j_Ui

H[の産 rrは 1 産 1 H-で， 2 f子は珍らしし 3 fj二またはそれ以上はほとんどないとのととであ

る。北方IC分イliする inf何;のJW1f数がHî方のものより多いのは興味深いととである。

手存航する場所!'土松JiHが ì~-'ii.立にJi J いられp スギ， ヒノキなどの樹l主目以〈敷いて産出としてい

る。しかしp と何ような好j也な場所ーをえられないものは白から巣をつくる。との助物が巣をつ

くる乙とは JとだJêJlられていなかったが，来:削土浅川分2去の実験林内で一例と，静!ìi，j県桜Jr;Ut/t!二

川 i松本、jで 1 1+1 を， また }Y~I~f県Z束Rr日l付1'1れ'1ド:)郡tI惚附附1町b附:灯什r'Ì附;

ギ， ヒノキ JA， 'jlセをj(中 1: として，その内而iにそ~lらの位jJ.k:を J iJいた杭 60cm，縦 70cm ぐら

いの入 [1 が fミ l り Jllit な桁/1111予の巣を観察した。なむ， 'iY~1奇，鹿児島両某ドでは地上，もしくは断

Jitに 4うるウラジロの茂みに営巣するものがある。とれらの官位1コ変異ι単に環境に;辿応しただ

けでなく，彼等の時，(}‘数が比二しく多くなったととにもよるのであろう。

~']lf~l[についての千什tはまだ11]] らかでない点が多L ‘が，ゐそらく巣を'1.'心とした岨J或の， 'í有性

を生ナるものと思われるじそれ以外の時期には雌雄は別々に生活するものらしし同ーの樹洞

より同時に蹴と雌，堆と堆が捕獲されたこともある。また，後に述べる捕控試験で、の雌堆の拍

控比は 5対 1::; で，堆が多いととからみてこの動物でもアカネズミの場合と同じように(字問

川 '53a)，維の行動範囲の方が雌のそれよりも広いのではなかろうか。い十れにしても p この

時期にむける彼等にはi也域 "1有性は;芯めら，jlヂ，棲息の可能な環境のうちを自由に行動し， rrJj 

け方が近くなると附近にある趨当な隠れ場にはいるのでp 同ーの樹i同から同性のものが 2頭も

同時に拍獲されたt) , また前日にいた樹洞に翌日行うても見当らないのはとのためと思われ
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むしろ珪l: iJなど/1苛との時J1:JJのものを数民雑川させて伺存しでも闘争するととなしる。なた，

しかしい一隅に集まって休んで、いるから，野外でも地域， 'î千'J'I"ll主強くないものと考えら)Lる。

者航前!\:JJになれば著しく闘争する。

彼等の食物は県'奏， ;H(了ッ樹皮， l~.!Jtなどで雑食性である。浅川 IlI f附近では木の実，栗など

キユウシユウムササピはカシの実，木が熟すると勾胞のように I ， ;J じ*にくるのが観察される。

ハゼヤマモモ，(誤fil '40 , '48)。鹿児I';j，下川I~Í"両県下ではツパキ，の=!J三を常食とするという

との動物の食性は時期JI之よって:苦しゐよびイスなどの実，樹I:)L， 葉制を 11企うという。ただし，

い干多 1) 変りがあるものらしい。

験試育宮司

食陛試験1. 

すなわち， lJiJ口 45浅川町間近で 12 }j初 1 1) 1乙捕獲した雌について食1"1の訓査を行なった。

cm，奥行 30cm，高さ 50cm のがnす1(j11乙収存して ， _;j~の併乞 H時に与えて翌朝これをと調査し
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民とミカンはあIH止された当夜から好んで、食べるととがわかった。な3E，との制売によると，

カシの実は前にも遮べたようにキユウシユウムササピの常食とするものであるから与えてみた

まとれは動物の食'1'1:がその怯，日、する環境によって異なるよい例である。が全く食べなかった。

ついにはとれとその後とれを少量づっ栗に混ぜて与えたととろ徐々に食べるようになりタJ.__ 

fC , 

との例よりみても動物の晴好性とか，食性というものはその勤水とで飼育するまでに王った。

と JLI土ネズ物の食物に対する馴れとか，経験なりが大きな 1:1.:1子をなして L 、るように，巴われる。

ミの場合iこ証明されている新物件反応と全く同ーの性質のものであろう(字問 J!I '53b) 。

日週前助l試験2. 

と ÂL

ゐ木製のトンネルを設け，動物が11'，

との!式験のため前記の111:1休を間口 3m，奥行1.2m，高さ 1m の金制の能に収得し，

40cm そのー側に長さにリンゴ絹を入れて隠れ場とし，
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Fig. 1 正常な日週活動を自記させたif2録 1952 年 1 月 27~28 日

(日没 17 時 36 分， 日の出 6 時 10 分，晴)

Fig. 2 終夜点燈した持の日逓活動

入ずる時は必十とれを通るようにし，そのr/ I央に筆者 ('53c) の考案にかかわる「日週間勤自

記装置」をとりつけて前勤の状況を自記させた。今.との方法により観察した一例をあげると

F�. 1 の泊りである。すなわち，とれは 1952 ~1:-1 月 27~28 日(1 1 没 17 時 36 分， 日の

Hl6 時 10 分， rrl!I-) の記録であるが，これによるとFl没時より活動をはじめ 2時1:11後より休止

期に入り，夜午よ 1) pj:び活動をはじめ，日の 11\の 1 時間 20 分ぐらいïiíjに隠れ場に入 1) 休息す

る。活動のjJiÍÝfìと絶了の時刻はほとんど辿 IlliiJ-であったG とれはまたベ般にも支配されない

し，との?慌を fl)\工事で、桜っても， (ow の電位を絡夜にわたって点澄しても変化しない (Fig.2 参

J!H)。これはタイワンリスの場介(引耳打1: 林誌研究報台第 67 号)とやや異なる点であるら

被害の概要

l. 喰害の音1I位

との動物が蕃殖期に将や4f;?の樹liIi消防と剖皮して営巣の材i:'~ とすること 11，しばしばJZめられ

るととろである。 事実その巣には必要と忠われる以上lこ多量のも tわがf/jいられている。 しか

し， このために枯死するものはほとんどないが， 柿頭より 2~4m ぐらい下の部分の樹皮を
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Fig. 3 杉の喰痕
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1~2m にわたって 11交l位するものは込町tで、 (Fig. 3 

参}!~{J ，それより上令官をお[îタl'.させるか， 或いは上長

成長を悲しく阻害する。また， I1金千年部より下に向っ

て Jl苛朽菌が促入するのでI白押をうけたものは平期に

採伐しなければならない。とのため宮崎県俣肥地方

では特産である弁甲材の生産に影響を与えてむし

I1 IJ接的には也ヰ衣意欲をむ北泣させている。

2. 日立待をうける樹加と樹令

'{~'PI奇地方で、は杉の被件が圧倒的に多いが，熊本県

より(鹿児島県出水郡jヰ&i Jlj 地〉では拾の被持が目立

っている。とれは植えつけ制柁の多少によるもので

あろう。被告?をうけるのは 20~40 年生のものに多

いが， i放;存地〈鹿児島県払Ritfl東襲山村，並び1乙清

水村)では 15 年生ぐらいの幼令林から 100 年生の

ものにまでむよんでいる。佼肥地方ではとの地方でチリメンとよぶオピスギの品種が特に被害

をうけている。また， Ilt主TiL県小J反党林将の調査によると，同地では;í! j-c!\s樹のモミ，サワラ，ヒ

ノキ， トウヒ，シラペP ツヵコアスナロ， ヒメコマツ，アカマツ P ネズコの 11国， il~lこ民樹で、はシ

ラカベ，ナラ， ミズキ，カツラ P シデ，ウダイカンパ，プナ p グケカンパの)1院に n[r~押されp 樹

令は4O~60 年生のものが多いとし・う。

3. 0止符の時期

つまびらかでないが，怜崎県下では 6~9 J:1ごろに多く， 1O~11 JJ Iこ減少し， 12 )j より翌

年の 2 月まで再び喰i与する。との時1tJJ よりみると林内の食物の欠乏した1りJn IJ に多発しているよ

うにdlιわれる。剥皮ずるのは春航する前に多いようであるから営巣のためと考えられる。静両

県下では 9 )'J ごろに{f:Ij)えするととが多いという。

4. 発生する環境

い1"*L も渓谷に沿ったj主林地， q.，\'に mの直下のものに多く発生している。とれは!日にあろうJこ

然水の洞や，ウラジロの茂みが彼等に好越iな環境を与えているから，その附近の林iこ被芥が限

られて発生するのは当然のように，Uわれる。またとのような地域で、は彼等の食物になる樹簡に

乏しし杉め一斉法林地が多いので、必然的にこれをH食害するのとあろう。 -:j.:_に jtjfi林の近くに

ある士吉林泡も被咋をうけやすく， Híj記の優1);[村の被守?にはこの ft(f IIIJが認められる。

5. 被害発生の考察

ri t:� (未発火)によると，との動物jの被ザ，がHilLナトl よりはじめて ):11 られたのは昭和 17 /'1'.に

鹿児島県必良市li1i生町附近からでまうるという。しかし，それ以前からも発生していたものらし
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Fig. 5 宮崎県の捕獲頭数の消長

CY守猟統計による)
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Fig. 4 全国の捕監頭数の消長

(HiìM流計による)

いが， )ijf 1'，)がわからなかったようである。宮崎県 Fでは ilj{.f;1120'if，ごろから毎年のように台風が

通過した乃で樹~知の結実が悲しとのため彼等の食続Jr イミ込をきたしたために樹皮を恰許し

たのであるといわれている。しかしながら，南九州だけでなく全国的に散発し，かつ，年々哨

加の f可fr古]を示しつつあるのほ何か井通的な原因がなくてはならないように忠われる。二たにとれ

について巧察を加えると， ~歩、考えられるととは，狩猟家によるお11波数の減少がるげられる。

全般的にみて格戦までは火薬，弾丸の西日拾による [;1之のfjI，:111 :I ， IJがあったため比較的多くのもの

が銃獲されたG また，それ以前には p モl主がやや向く売n されたので年1m 3~40 ， OOO 顕のもの

が捕獲された。しかとJ に終戦後は毛皮の価格は安(，食料としての価値も乏しいのに反して弾

薬類が高いのと， 2jミ夜の猟であるため狩猟の対象物から|在かれている。特にキユウシユウムサ

サどの毛皮は， J!l~価般に近いので、猟の対称とされていない。とのような傾向は，いヂ~Lの被ii~~

発生地でも必十認められるととろである。

彼等の有力な天敵がJL当らないととも増殖のー/'"をなしているように忠われる。しかし，捕

獲数より彼等の集団を観祭してみると，それにはむのやから週明的なit'ì長がみられる (Fig. 

4 ， 5 参!!の。 とれは沿そらく他の動物の場合と H じように， 1fli]休詳の環境内にむける故辿街!主

optimum density を求めるI'l砕i主に支配されているもののようである。

6. 将来の予恕

との動物の集団は， r~l 下のととろ白己の最適街l立を :Rめながらもなんら]IlIJ圧を交けるととな

く哨jç しつつあるので，とのままでは全国的に被害の続発が予想される。なかでも市一九州地方

は気配ゆ守にも旦{まれ，十年，日、に好泊な環境がiIT林地に隣接しているのと，彼等の移動N:とをあわ

せ考えると，かなり長1!fJにわたって被害が続発するものと考えられる。

また，確定地が多くなるにつれて，彼等の食物Jはますます欠乏してくるから若い治林水や，

老木にも被持をゐよぼすようになるととが予測される。したがって，常IC.t11l症を励行してとの

動物の{岡本併を il，l]圧するととにち子めなければ野jjiし野山乙つぐ恐るべき被守を発生 rるに至る

で Zうろう。
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騒除について

高等動物の棲息集団は， l~_1t などのド等動物のそれに比して符しく小さいから狩猟や，有害

獣類としての駆除はかなりの効込を期待するととができるものである。したがって，常にこの

制圧にうfめなければ、ならない。

1jむ己の使限付で今1'1 まで、行った!師会の jj法を述べると， 日付手1124/'1三ごろまでは小J規模な被害

を ii立見する程度であったので'Uj ;t.j，.川ーイiX'が猟銃によって駆除していたが， II({手1125 年に至り被

告j'はお激l乙[??大して1/l，J人の )Jでは必よばなくなしゃJ と県当日へ梨市lf して狩猟京を到口するに

とfミった。そのあげL，昭和124 年は 1.'[日通 36 911を布!日生したにすぎなかったが，翌 25 /'1'.には 182

lill. 26 1， 1三には 336 911. 27 /，ドには 250 1mを銃Jif している。 とのやjでの銃猟法は参:)うーになる点

が多いので次に注べると， fi が非れて猟をはじめる前にはIW' しのよい月Iで火をたしするとど

こからともなくムササピがIltJ きながら集まってくるので，それをとヂわけしてすF易に射つことが

できるという。との時に銃の校~ji~ は懐Ij '7t!:燈で相手をJ!{{らすと IIUがたるので，とれを口棋にし

て発射する。な;t;-， i[iJJ物が火や煙をみると集まってくるとと{丸山J;，J'îでも )211 られている。

また，県当J"jの指導により林内 Icll\J 11 45 cm，奥行 30 cm , ì淀さ 80cm で二I二部に也径10cm

ぐらいの入口のある大型の巣~1'Î を梨r没して，こ tllこ誘致して11fl践する方法が行われている u と

れは Ijなにも述べたムササピの 1;1'1~J:を手!J川した有効なあIH生装世である。 ただ， との方法による

と， li 々巡姐してその .{C，1"i- を椛めなければならないので官迎!にヂ数を必ずるためか充分な効果

をあげていないようである。

前ri己のように被告fは年々榊加l していくにもかかわらや，捕獲方法は旧態依然として成県を期

待しえない状況なので ， ~rk-X'はとの対策の研究に7ft子し，前にj主ぺた首位:のうちより火Jコ 2 点

を利川した装iEを F試作した。すなわち，

1. }1:Ii \J は樹洞などの IIjfl 、 jリ「に隠れている。

明
刈
[口

Fig.6 捕監装置およびその寸法

軍 f立 Cm

さ号

2芝川lr.

Fig.7 試致地お上び架設した位置
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1哀を好むとと。2. 

その問聞に架を 10 コFig.6 に示すのがとの装世で，合の上に dilViのトラパサミを仕かけ，

とれを樹i同のある附近などにしばりつける。ぐらい泣き，

とれに隣接する多月異例l陵とを合わせ約 100lltr歩にわたる林との装世を浅川介主の実験林と，

その関係位置は， Fig.7 の湿りであ内の東南部にあたる約 10 1llr歩の地域内に 6 カ所設けた。

4~6 訴は樹ì~î より約 1m -Fのとのうち 1~3 者のものは林内の見通しのよくきく所に，る。

との実験!土 1952 年 10 月 22 日より 11 n 23 日に王るもので，開始前に推所 I乙架;止した。

定しえたとの林内の棲息数は 7~8 顕であった。捕獲した成績は下去の逝 1) でるる。
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また 12 n 23 FI に 6そのままに放置したが， 12 n 3 日に 5 布二の位世でまf!; 1 1J11が，その後，

それ.I:J，後は捕獲されなかったが， ~9: 28 年 47許で苅t1 lîj初功nJ@され合"十 16 顕がおIì~止された。

}']1 日に jljもて餌を干rll充したととろ 4 T1 2 日 lこ 1 苓の所で推 1 頭が， f, iJ 7 日に 3 帯で雌1l7Hが主Il

との装世に作のあるととが主要な条fiつであるととがわかる。とれよりみると，位さ *L/:こ。

JCに七n践したllJl数を架設した位置別にみると，

境

{民地の樹木圏内の松

台地上にある槍林内の林道わき

峯筋の林道わき

台地上の樹洞のある老必

台地の中腹の樹洞のある老松，前面に杉林あり隠れる

樹木圏内の樹j同のあるモミの木

環の置一一'"<�. 加
ホ

捕獲数

1 3 

2 2 

3 4 

4 4 

5 1 

6 4 

:;::'モ-fL/-ユ~Pi'_.!.
苛く日正 lìL Uよ

しかない所のものとの優劣は認められない。とれによると樹洞のある所ーに架けたものと，

その樹また，樹i同の 3うる所のものも，しp 樹洞のない所.，乙架けるのは場所の選定が難かしい。

2 呑は前者の fぼ向を示洞が隠れてみえないものは彼等に発見されないためか拍獲数が少たい。

5 番!主後者の最もよい例である。」ノ，

との場合に樹洞よ架設する位置は，原則として樹洞のある所を目標にして架けるのがよい。

り 1m ぐらい離して架けないとムササピがトラップにかかったまま樹洞内に隠れて発見が困難

である。樹洞のない所にかけるものは， 周囲がよくひらけて彼等の目標になり易い所を選び，
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地ー|二 2~3m ぐらいの川「の樹 I~干に中断z干する。架JZする位置，その他の]~-í';J1 1主小.13の巣Hi と全く

IliJ じである。 トラップは O 号のもので充分で、あるが，パネの弱いものがあるから iに立しなけÜ.

ばならない。なむ， トラッフ。は枯葉などで従つでも，桜わなくとも I"J じが;県であった。また，

その未端は針金で介によく結びつけてゐかなければならない。合のんきさは，材料の関係では

示した寸法より小さくともよろしいが，周囲に縁をつけないと併が風のために議ちるととがあ

る。行IFの干llì ヂピは/I.'f:jlí':j了わなけ)Lばならない。

1111]"歩あたりの架設数は 1 台を秘中とすれば充分で，ます..位Jijíi]のある灼?を 11棋にしてrJi:点的

に架け，その他のrl}Î'は夜川に 113 き声のする附近のひらげたJ品川を選んで、架設するとよい。との

上J/)合に 15~20 11 もかからないものは ， 1弘丹}Î'の選定が必いのであるから他の泊当な{.I:世に移す

必要がある。

摘要

ムササ 1どによる林木の被惇は近年になって市 JL州ーflJ に著しいものがあり，木州， jilJ国でも

故発してj'o- 1) ，将来の続発も予恕されるので，とれが生態と昭除についての iiJI'究を 111..、次のおIf

.~~をえた。

彼等は帯刑する時期!のほか l土地l)'~IIi 千H'Uこ乏しくう.ëfJ:せや，与えられたfli~lJtのうちを白!l 1 に

i度り歩くものらしいっその行動範同は 1 夜沿沿むね 10 IU]"歩 l乙法ずるものと，官、われる。との叫ー

介I 'CJ殺の方が雌より大きな行ÆJJ刊:をもっているととが.jfr~ì! [lJ される。

との到物には強い日辿店主iJ'I主が!i，芯められ，純然たる夜行tI:のものである。このため}~I:IJ/土樹

ipiJや， ~.木戸j の 11汗いf'Jî'，または断出の洞穴に隠れている。

との助物は雑食.[，'1.:で唱あるが，航物ft を多くとり， IILJ季により食!/'l!]の降り変りがみられろ。ま

た，みやから.w:をつくるととは失11 られていなかったが，その:rJf.実を正包めた。

ムササピによる林木の被守には 2 つの型がある。その 1 つは単に樹皮をと!(，リいて巣材とするも

のと，いま 1 つは的関より 2~4m ぐらいドの部分を 1~2m にわたって l即位して途にわli花さ

せるものとである。被守本は必十しも杉，約にかぎらす=場川によっては広葉樹にも訟よぶ。 tM

令は 20~40 /'1三生のものに多いが， i2í~i郁也では 15 /，ド生， または 100 年生のものにも力11持す

る。被害の発生する地形は，谷筋の断庄の直下にある〕主林地に多発する。その他のi也形では，

一般に中腹以下に発生する傾向がある。

とれを駆除するには従来の方法を行うと同時に，第5 図のような装世を 1 町歩に 1 台の割合

で架設するととにより自動的に捕獲するととができる。



ムトサピによる材、木の被害とその駆除 (字国川) -143-

引用文献

千羽元一:ムササピに.ì1J.はれたか仏宝{曽 野鳥 15, p. 176~p. 177 , (1950). 

井上元貝Ij :ェゾモモン 7fの分娩期7土び嘆児数に就いて 応用動物学雑誌 13 ， p.200~p.20L (19.11). 

今泉古関:日本IlJfj乳動物図説 p. 227~p. 230. (1949). 

岸田久吉町fj乳動物図解 p. 156~p. 160 , (1924). 

黒町長礼: f8(巴日本!時乳獄図説 p. 88~p. 90 , (1940). 

.日本の獣 p. 58~p. 60, (1948). 

字国川竜男:アカネズミの行動に就て，林試研究報告第 59 号， p. ，!9~p. 56, (1953a). 

.殺鼠剤の菜是と:彰状，林試研究報告第 60 号， p. 81--p. 88 , (1953b). 

:小動物の日週活動自主装置にづいて，科学 23 , p. 79 , (1953c). 

.伊豆大日Jにおけるタイワンリスの生態と駆除， 材、試研究報告第 67 号 p. 93~ 

p. 102, (1953). 

Tatsuo Udagawa: The damage to ﾍorests by the Giant Flying-squirr巴I

and a new method of extermination. 

R色umé

The Giant Flying SquirreI , Petaurista leu.cogenys , occu1's in Japan except 

Hoklmido and is divid.ed into four subspecies. The damage to fo1'e!:"ts by this 

animal has been sca1'c駘y l'εpo1'ted ， tut c1'yptome1'ia and Japanese CypI百s were 

bacl.ly damaged in southern Kiushu districts since 1942, and othe1' insignificant 

damag<εs a1'e found in this count1'y. 

They st1'ip the bark f1'om the t1'ees , 01' bite at ba1'k f1'om 2 to 4 mete1's from 

the top of the t1'ee , so the injured t1'ees die 01' are p1'evented f1'om furthe1' 

growth (εee Fig. 3). The total of damaged fo1'ests 1'eached 250 hectometers, 

220.000 cubic feet of timbe1' in Yoha1'a-mu1'a , Minaminaka-gun in Miyazaki 

Prefecture , in 1951. It 1'eached 400 hectomete1's until May 1952. Thεy ha1'm not 

only cryptomeria and J apanese cyprεss. but a1so other conifε1'0ピs trees as well 

as deciduous trees. They do ha1'm to trees at 20 to 40 yea1's , but sometimes to 

t110se at 15 or 100 yea1's. Damage occurs in June to September and Decembe1' 

to Februa1'Y, occurs at the aÍforεsted 2Ieas in smal1 valleys, becaus己 they build 

a nest 01' hide themselves among holes on cIiffs 01' ledges. 

Peta. leucogenys occurs only in the tempe1'ate forest , not in t11巴 wa1'me1'

zone or subalpine zone fo1'ests , but the Kiusﾌl.u subspecies occu1's in the upper 

pa1't of the warme1' zone forest. This a.rlﾍmaI is active only at nigÌ1t , never in 

daylight hou1's. Acco1'ding to the results of my experiment it is active from b'Ie 

sunset and tal<e a rest in the midnig'1t , again active untiI 1.20 hours before tﾎ1e 

sunrise (see Fig. 1). 

The b1'eeding season falIs in Februa1'Y to autumn, an�. they give bi1'th to 
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two babies at one time. The Kiushu subspecies breed from the end of December 

to the following autumn and often gives birth to onIy one baby. It is interesting 

that number of babies increases in the northern districts. Descriptions of the 

nest-building have never been reported, bnt the writer found that the nests 

are buiIt on branches 4 to 6 meters from tﾌ1e ground, or on the ground in the 

bushes of the Dicranoρteris glauca Robim:on, GIeicheniaceae. It seems t9 the 

writer that they move about ten hectometers in one night, and are soIitary 

except du1'ing the b1'eeding season, 80 they are wanderers thoughout the habitat. 

They a1'e omnivorus, but take pIenty of vegetabIes. According to an examination 

they are fond of chestnut8. 

The skin is not worthy as fm , 80 hunters do not take aim at this animaI , 

therefore they wiII be increm::ing more and more , damaging the trees. Extermiｭ

nation of this animaI is not easy to do by hunting , 80 the writer devises an 

automatic trapping apparatus (see Fほ. 6) ; it sets an animaI trap on the board, 

and scattering some chestnuts 2.rOllnd it. Then this is hanged on the tree 3 to 

5 meters from the ground at the spaciou8 places in the fo1'est 01' one meter below 

the t1'ee ho[e. It i8 8uitabIe to hang one pe1' hectometer. 


